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機械器具 34 医療用刀 

管理医療機器 単回使用メス（35130002） 

再使用禁止 ＊ボーンスクレイパー (セーフスクレイパー) 

【禁忌・禁止】 
医師は患者の骨移植適応性を確認すること。 

医師は骨移植に伴う感染症や合併症の危険性を回避する為にあらゆ

る予防措置を取ること。 

再使用禁止。 

【形状・構造及び原理等】 

本品の形状･構造は下記のとおりである。 
 

セーフスクレイパー直 

 
セーフスクレイパー曲 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、先端部に切刃をもつ骨切削、成形用の外科手術器具であり、

この骨は通常、移植に使用される。 

【使用方法等】 

1. 使用直前に開封する。開封は汚染に注意し、滅菌されている場所

に取り出す。 

2. 使用中に機能良い動きを確保するために下図のように装置の透明

なタンク側を骨面に向けて持つ。 

 

3. 骨の採取は装置の透明なタンクを骨面に押し付けると同時に装置を

後ろに引くことによって行われる。骨は斜め又は横の動きでも採取

することが出来る。装置の角度や押さえ受ける力を変えることによっ

て希望する硬さの薄膜や骨の薄片を得ることが出来る。 

本品はセーフスクレイパー直が 3cc、セーフスクレイパー曲が

2.5cc までの骨片を収容することが可能。 

 

4. 採取した骨を取り出すには透明タンク側を下に向けたまま、タンクブ

ロック・ボタンを押し、タンクをゆっくり時計方向へスライドさせる。（図

３及び図４ 参照） 

       

骨採集を継続する場合、又はセーフスクレイパーを安全に処理する

ためには、側面のボタンを押して、タンクを元の位置に戻す。必要で

あれば、タンク先端部分を刃先に注意しながら押し下げつつ元の位

置にカチッと閉じるまで戻す。（図５ 参照） 

 
5. 採取骨をスパチュラなどの器具を用いて受床部位に移植する。 

 

［使用方法等に関連する使用上の注意］ 

1) 使用直前に開封すること。 

2) 上手く切削できない場合はブレードと骨面の角度及び、骨面への

抑えつける圧を調節すること。もし、そうしても良い結果が得られな

い場合はブレードが磨耗している可能性があるため新品に交換

すること。 

3) タンク内に採取される骨量は直が 3cc、曲が 2.55cc であり、もしそ

れ以上採取が必要な場合はタンク内の採取骨を滅菌済みシャー

レやトレーに移して再度同様にして骨を採取すること。 

【使用上の注意】 

1. 先端のブレードの取扱いには十分注意すること。 

2. 本品を使用する際には、必ず滅菌手袋を着用し、ブレードの鋭利な

先端で手を切らないように十分注意すること。 

3. 本品の使用にあたっては、外科的手技及び、解剖学的状況を充分

把握した上で使用すること。 

**【保管方法及び有効期間等】 

滅菌製品の有効期間は製造年月より 3 年間である。 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 ：株式会社 インプラテックス 

ホームページ：http://www.itx.co.jp 

TEL：03-5850-8555  FAX：03-5850-8505 

輸 入 先 国 ：イタリア 

輸入先製造業者：メタ社 

(C.G.M. S.p.A. Divisione Medicale META) 

 


